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カンちゃんのカンちゃんの

きままにインタビューきままにインタビュー
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経験の深さが経験の深さが

技術を鍛えあげ、厳しい要求にも応えて結果を出す技術を鍛えあげ、厳しい要求にも応えて結果を出す

という自信になっていますという自信になっています

今回は、千葉市稲毛区にあるとまつり接骨院の院長戸祭豊先生で今回は、千葉市稲毛区にあるとまつり接骨院の院長戸祭豊先生で

す。総武線稲毛駅から徒歩５分ほどにある接骨院です。プロアスす。総武線稲毛駅から徒歩５分ほどにある接骨院です。プロアス

リートのトレーナーとして活躍されているだけでなく、一般の患リートのトレーナーとして活躍されているだけでなく、一般の患

者さんの治療もされています。治療家になられた経緯や、治療家と者さんの治療もされています。治療家になられた経緯や、治療家と

して、またトレーナーとしてのお考えを伺いました。して、またトレーナーとしてのお考えを伺いました。

●先生はオリンピックに出場する●先生はオリンピックに出場する

ようなトップアスリートを多くようなトップアスリートを多く

治療され、またトレーナーとし治療され、またトレーナーとし

て遠征にも同行されています。て遠征にも同行されています。

そのような活動にいたる経緯をそのような活動にいたる経緯を

お聞かせください。お聞かせください。

高校で短距離をやっていたので高校で短距離をやっていたので

東海大学の体育学部に入りまし東海大学の体育学部に入りまし

た。た。11年生は先輩たちのマッサー年生は先輩たちのマッサー

ジをするのですが、先輩方にうジをするのですが、先輩方にう

まいということで気に入られまいということで気に入られ

て、いろんな人から声がかかるて、いろんな人から声がかかる

ようになりました。誰にならっようになりました。誰にならっ

たわけでもなく独学だったのでたわけでもなく独学だったので

すけれど。体育学部だったのですけれど。体育学部だったので

解剖学や生理学などの研究室も解剖学や生理学などの研究室も

あっても勉強しようと思えばであっても勉強しようと思えばで

きるわけです。学校が休みの時きるわけです。学校が休みの時

で解剖学の勉強をさせてもらっで解剖学の勉強をさせてもらっ

ていました。卒業後は研究室にていました。卒業後は研究室に

いましたが、大学に来ていたいましたが、大学に来ていた

マッサージの授業の先生が柔整マッサージの授業の先生が柔整

師の先生で、その方のアドバイ師の先生で、その方のアドバイ

スで柔整学校に入りました。足スで柔整学校に入りました。足

立区の接骨院に住み込みで入立区の接骨院に住み込みで入

り、修行しながらの書生生活でり、修行しながらの書生生活で

した。した。

●トレーナー活動はどのようない●トレーナー活動はどのようない

戸　祭　　豊戸　祭　　豊

きさつで始められたのですか？きさつで始められたのですか？

修行していたとき、後輩を通じ修行していたとき、後輩を通じ

て足をみてもらいたいと陸上のて足をみてもらいたいと陸上の

選手が来たのです。それが瀬古選手が来たのです。それが瀬古

監督のいるＳＢの女子選手でし監督のいるＳＢの女子選手でし

た。トレーナーをしながら接骨た。トレーナーをしながら接骨

院に４年間いたあと、そのまま院に４年間いたあと、そのまま

ＳＢのトレーナーになりましＳＢのトレーナーになりまし

た。トレーナーをやるなら鍼た。トレーナーをやるなら鍼

も、ということで夜鍼の学校にも、ということで夜鍼の学校に

行きながらです。その頃はＳＢ行きながらです。その頃はＳＢ

が最も強い時期で、彼等をみさが最も強い時期で、彼等をみさ

せていただいたことは私にとっせていただいたことは私にとっ

て何事にも変えがたい経験になて何事にも変えがたい経験にな

りました。りました。

●選手は故障をおして試合に出る●選手は故障をおして試合に出る

こともありますね。こともありますね。

今日怪我をしても、明日がオリ今日怪我をしても、明日がオリ

ンピックの選考会だったら、ぼンピックの選考会だったら、ぼ

くは這ってでも出ろといいまくは這ってでも出ろといいま

す。そして翌日に向けた調整をす。そして翌日に向けた調整を

します。しかし１ケ月後に大事します。しかし１ケ月後に大事

な試合があるとすれば当面は我な試合があるとすれば当面は我

慢をさせます。みんなホン慢をさせます。みんなホン

ト？って言うのですが、あさっト？って言うのですが、あさっ

て走らせる今日のマッサージて走らせる今日のマッサージ

と、明日走らせる今日のマッと、明日走らせる今日のマッ

サージは違うんです。サージは違うんです。

●具体的にどのような治療の違い●具体的にどのような治療の違い

ですか？ですか？

圧の強さがもっとも違います。圧の強さがもっとも違います。

もっていき方によって、ここまもっていき方によって、ここま

でやるとあさってはよくても明でやるとあさってはよくても明

日の動きに影響する、というこ日の動きに影響する、というこ

ともわかっていますから、そこともわかっていますから、そこ

の微妙な加減が大切です。それの微妙な加減が大切です。それ

が経験によって鍛えあげられたが経験によって鍛えあげられた

技術なのです。技術なのです。

●どの筋肉を狙うのですか？●どの筋肉を狙うのですか？

どの筋肉ということはなく選手どの筋肉ということはなく選手

は浅部筋、深部筋すべてが張っは浅部筋、深部筋すべてが張っ

ていますから、すべてをほぐしていますから、すべてをほぐし

ます。故障といっても彼等はとます。故障といっても彼等はと

にかくオーバーユースが常態でにかくオーバーユースが常態で

あって、一般の人のような捻挫あって、一般の人のような捻挫

などはそんなにありません。となどはそんなにありません。と

にかく選手というのはとんでもにかく選手というのはとんでも

なくワガママでしてね。この痛なくワガママでしてね。この痛

みをすぐにとってくれというのみをすぐにとってくれというの

です。１回治療してまだ違和感です。１回治療してまだ違和感

が残ったりしていると帰らないが残ったりしていると帰らない

んです。すぐにでも走れるようんです。すぐにでも走れるよう

になるまで。そのためにはどんになるまで。そのためにはどん

なハードな治療にも耐えるし、なハードな治療にも耐えるし、

当然こちらも１回で痛みをとる当然こちらも１回で痛みをとる

技術を持つようになりました。技術を持つようになりました。

●さまざまなチームのトレーナー●さまざまなチームのトレーナー

をしながら接骨院として開業もをしながら接骨院として開業も

されているわけですが、一般のされているわけですが、一般の

人とトップアスリートでは治療人とトップアスリートでは治療

も全く違うのでしょうね。も全く違うのでしょうね。

みなさん、トップアスリートのみなさん、トップアスリートの
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筋肉はふわふわで特別でしょ筋肉はふわふわで特別でしょ

う、と言われるのですが、そんう、と言われるのですが、そん

なことはありません。もちろんなことはありません。もちろん

完璧なケアを受けてベストな状完璧なケアを受けてベストな状

態にもっていった筋肉はすばら態にもっていった筋肉はすばら

しいものです。しかしトレーニしいものです。しかしトレーニ

ング中の選手たちの筋肉の酷使ング中の選手たちの筋肉の酷使

は尋常ではありません。オーは尋常ではありません。オー

バーユースで当然ガチガチでバーユースで当然ガチガチで

す。それを１回でとらなければす。それを１回でとらなければ

ならないのですから、治療はおならないのですから、治療はお

のずと違ってきます。私はよくのずと違ってきます。私はよく

ピラミッドの図をイメージしてピラミッドの図をイメージして

もらいます。トップに日本一、もらいます。トップに日本一、

世界一をめざす選手がいて、そ世界一をめざす選手がいて、そ

の下に社会人、大学生、高校生の下に社会人、大学生、高校生

のレベルがあり、一般の方がいのレベルがあり、一般の方がい

る。そのトップの人たちのからる。そのトップの人たちのから

だが治せれば、その下の層の人だが治せれば、その下の層の人

たちも治療するということにおたちも治療するということにお

いては基本は同じなんです。たいては基本は同じなんです。た

だ痛くしないとか、１回で痛みだ痛くしないとか、１回で痛み

を追い込むようなハードな治療を追い込むようなハードな治療

は避けますが。しかしスポーツは避けますが。しかしスポーツ

選手でも高校生、大学生の選手選手でも高校生、大学生の選手

のレベルだけをみていたら、そのレベルだけをみていたら、そ

の上のレベルの人たちのからだの上のレベルの人たちのからだ

に対応することは恐らく無理でに対応することは恐らく無理で

しょう。しかしその逆は可能なしょう。しかしその逆は可能な

のです。つまり経験の深さが技のです。つまり経験の深さが技

術を鍛えあげ、厳しい要求にも術を鍛えあげ、厳しい要求にも

応えて結果を出すという自信に応えて結果を出すという自信に

なっています。だからこそ選手なっています。だからこそ選手

たちは飛行機に乗って、新幹線たちは飛行機に乗って、新幹線

に乗って、来てくれるのだと思に乗って、来てくれるのだと思

います。います。

●●2020年以上トレーナーをされてい年以上トレーナーをされてい

て、トレーナーにとって何が一て、トレーナーにとって何が一

番大切だとお考えですか？番大切だとお考えですか？

いかに選手のことを第一に考えいかに選手のことを第一に考え

て向かえるかどうかですね。自て向かえるかどうかですね。自

分のことは２の次です。選手が分のことは２の次です。選手が

100100％、％、120120％の力を出せる状態％の力を出せる状態

を作り出す、その時の選手の喜を作り出す、その時の選手の喜

びが自分の喜びになります。私びが自分の喜びになります。私

たちは相手からさまざまな情報たちは相手からさまざまな情報

を得なければなりません。相手を得なければなりません。相手

が何を望んでいるのか、それにが何を望んでいるのか、それに

対して自分は何をさせてもらえ対して自分は何をさせてもらえ

るのか。るのか。相手がどうしたらいい相手がどうしたらいい

のかわからない状態であれば的確のかわからない状態であれば的確

な指示を出してあげることも必要な指示を出してあげることも必要

になります。うちの若い先生にもになります。うちの若い先生にも

言うのですが、とにかく患者さん言うのですが、とにかく患者さん

や選手に対してこれ以上はないくや選手に対してこれ以上はないく

らい気を使い信頼関係が築けるよらい気を使い信頼関係が築けるよ

うに、と言っています。その上でうに、と言っています。その上で

きちんと結果を出すことです。きちんと結果を出すことです。

●先生のところにはトレーナー志●先生のところにはトレーナー志

望の若い人たちが。指導は厳し望の若い人たちが。指導は厳し

いのでしょうね。いのでしょうね。

いやいや、そんなことはないでいやいや、そんなことはないで

すよすよ((笑い笑い))。私は、見て覚え。私は、見て覚え

る、というのが一番だと思ってる、というのが一番だと思って

います。手取り足取りやってもいます。手取り足取りやっても

覚えないヤツは覚えない。見覚えないヤツは覚えない。見

て、覚えて、わからないところて、覚えて、わからないところ

を聞いてくる、というのでなけを聞いてくる、というのでなけ

れば教えないです。世界を相手れば教えないです。世界を相手

に戦う選手たちを診たいのかどに戦う選手たちを診たいのかど

うか。志高く、自分はどうなりうか。志高く、自分はどうなり

たいのか、そのためには自分をたいのか、そのためには自分を

どういうところにおくべきか、どういうところにおくべきか、

どんな勉強がしたいのか？　そどんな勉強がしたいのか？　そ

の意味では、すばらしい選手たの意味では、すばらしい選手た

ちが当たり前のように来るこのちが当たり前のように来るこの

環境は得がたいものだと思いま環境は得がたいものだと思いま

す。それをやりたいと言って来す。それをやりたいと言って来

るのですから、多少厳しかろうるのですから、多少厳しかろう

が、何しようがが、何しようが((笑い笑い))。。

●セミナーをされていますが？●セミナーをされていますが？

技術的な話しが多いですね。先技術的な話しが多いですね。先

日セミナーに来られた方は私よ日セミナーに来られた方は私よ

りも年配の方で長く接骨院を開りも年配の方で長く接骨院を開

業されている方でした。私の技業されている方でした。私の技

術を治療に活かしたいと。治療術を治療に活かしたいと。治療

に対するその前向きな姿勢に接に対するその前向きな姿勢に接

して、現状にあぐらをかいていして、現状にあぐらをかいてい

てはいけないんだ、と私のほうてはいけないんだ、と私のほう

が襟をただす思いでした。が襟をただす思いでした。

たいへん気さくにお話をしていただきました。そのお話たいへん気さくにお話をしていただきました。そのお話

からトレーナーとして乗り越えられてこられたいくつからトレーナーとして乗り越えられてこられたいくつ

もの経験の大きさが想像されます。「自分自身がどんなもの経験の大きさが想像されます。「自分自身がどんな

事をしたいのか、その事を曖昧にしないで、その目標に事をしたいのか、その事を曖昧にしないで、その目標に

向かって行動する気持ちを持つことが大切です」との言向かって行動する気持ちを持つことが大切です」との言

葉の中に先生の前向きで真摯な姿勢を感じました。葉の中に先生の前向きで真摯な姿勢を感じました。


